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だから、私が望むのは、男は怒らず争わず、どこででも清い手を上げて祈ることです。

同じように、女は折り目正しく、控えめに慎み深く身を飾りなさい。髪を編んだり、金や

真珠や高価な服で身を飾ったりするのではなく、むしろ、善い行いで身を飾るのが、神を

敬うと公言する女にふさわしいことです。女は静かに、あくまでも従順に学ぶべきです。

女が教えたり、男の上に立ったりするのを、私は許しません。むしろ、静かにしているべ

きです。なぜなら、アダムが初めに造られ、それからエバが造られたからです。また、ア

ダムはだまされませんでしたが、女はすっかりだまされて、道を踏み外しました。しかし、

女が慎みをもって、信仰と愛と清さを保ち続けるなら、子を産むことによって救われます。

この言葉は真実です。（Ⅰテモテ 2:8 ～ 3:1a ） 

  

著者は、私は福音宣教の使徒として、異邦人に信仰と真理を説く教師として任命された

者で、私が語ることは真実で、偽りではないと強調した。上記の言葉は、教師として、教

会全体に、望むことであり、これをしっかり守ってほしいと言っている。まず、男性に、

「男は怒らず争わず、どこででも清い手を上げて祈ることです」と言う。男性の特性は怒

り、争うことだったのか。怒らず、争わず、祈りなさいと勧める。しかしパウロはガラテ

ヤ書で、律法と割礼をあくまで主張するユダヤ主義者に対して、怒り心頭に発して、間違

いを質している。パウロは、福音に反することに対しては、怒ることがしばしばあったと

聖書は伝えている。真に怒るべき時もあるのではないか。次に、女性に関しての忠告を書

いている。「女は折り目正しく、控えめに慎み深く身を飾りなさい。髪を編んだり、金や

真珠や高価な服で身を飾ったりするのではなく、むしろ、善い行いで身を飾るのが、神を

敬うと公言する女にふさわしいことです 。」 女性は美を求めて着飾るのが常である。しか

し、身を飾るべき物は、きらびやかな衣装ではなく、むしろ、善い行いによって、神を敬

う女性であることを表しなさい。この勧めに賛成する人はいるだろう。しかし、次の勧め

に賛同する人はいない。「女は、静かに、あくまで従順に学ぶべきです。女が教えたり、

男の上に立ったりするのを、私は許しません。むしろ、静かにしているべきです 。」 パウ

ロも、「女は、教会では黙っていなさい。女には語ることが許されていません。律法も言

っているように、服従しなさい。何か学びたいことがあれば、家で自分の夫に尋ねなさい。

女が教会で語ったりすることは、恥ずべきことです（Ⅰコリント 14:34 ～ 35 ）」 と述べて

いる。著者は、女性が男性の上に立ってはいけない理由を、アダムが最初に造られ、次に

エバが造られたから、また、アダムは騙されなかったが、エバは騙されて神が禁じた「善

悪の知識の木」の実を先に食べたからであると言っている。そして、「女は、信仰と愛と

清さを保ち続けるなら、子を産むことによって救われます」と言い、「この言葉は真実で

す」と念を入れている。ここまで言われると、怒りを覚える人がいるのは当然だろう。聖

書の文化は男性中心の価値観に立っている。日本基督教団の信仰告白では、「されば聖書

は聖霊によりて、神につき、救ひにつきて、全き知識を我らに与ふる神の言にして、信仰

と生活の誤りなき規範なり」と告白している。これでは、一字一字が神から示されたと説

く「逐語霊感説」になる。聖書は、時代の価値観の制約を受けた古代文書であり、上記の

勧めは、当時の男尊女卑を背景にしたものである。聖書には、今日の価値観から承服でき

ないことが多々ある。これを率直に認め、正すべきことは正して、読むことが大切である。 


